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ベル リン で は 今年 も アウ トノ ー メ 
3 た リュ キス NN 志 東 グルー プ な どの 
呼び か け に よる 「5・1 革命 的 メー 


デー デモ 」 が 闘い ぬか れ た 。 今年 は 、 


各 団 体 間 の 共闘 問題 を 抱え つつ も 約 
8000 人 が 結集 し 、 帝 国 主義 支配 、 侵 
略 体制 、 宣 法 の 難民 条項 改定 で 差別 
排外 主義 を 強化 せん と する ドイ ツ 国 
家 や 、 そ の 先 兵 で ある ファ シス ト 葵 
力 、 そ し て 性 差別 を 紅 弾 し 、 す べ て 
の 抑圧 され て いる 者 の 解放 を 訴え た 
の で ある 。 

日 頃 か ら フ ァ シ スト と 一 体 と な っ 
て 移民 、 難 民 排 撃 を 行なう 警察 、 機 
PKICMUTKAEVDAMERL, H 
力 へ の 怒り が た た きつ けら れ た 。 # 
動 隊 は 、 催 涙 ガ ス 、 放 水車 な ど を 使 
っ て デモ 隊 を 重 弾 圧し 、67 人 を 不当 
に も 逮捕 し た の だ 。 ま た 同日 夕刻 ご 
ろか ら 、 ク ロイ ツ ベ ル ク 地 区 を 中 心 
に 始ま っ た 暴動 戦闘 で は 200 人 以上 
が 逮捕 され て いる 。 

メー デー デモ と 同時 刻 、 極 右 ネ オ 
ナチ 政党 FE AP (自由 ドイ ツ 労 働 者 
党 ) が 別 の 地区 で 集会 、 デ モ を 計画 


1 軒下 公園 へ / 


支 外 国人 排 原 反対 ! 
支 代 々 木 公 園 締め 出し を 許す な | 
支 東京 サミ ッ ト に よる 

新 世 界 秩序 粉砕 ! 


7 月 11 日 (日 ) スケ ジュ ー ル (FÆ) 


午後 2 時 ・ 前 段 集会 . 宮下 公園 
FRI FE 代々 木 公園 まで 
千 後 6 時 半 ・ 集 会 . 神宮 前 区 民 会 館 
(場所 ・ 時 間 等 変更 の 可能 性 あり ) 
詳細 は ARP ま で 問い 合わ せ を | 








IRR RIOR* 


曲面 的 メー デー デモ に BI 有人 決起 
ナチ = 機動 了 隊 粉砕 の 最 動 戦闘 爆発 / 


アウ トノ ー メ ら を 中 心 と する 特殊 部 
隊 が 結成 され 、 フ ァ シ スト 粉砕 闘争 
が 闘わ れ た 。 約 50 人 の ネオ ナチ ・ フ 
ァ シ スト に 向け 革命 的 鉄 構 が 次 々 と 
打ち 下ろ され 、 残 っ た ファ シス ト は 
一 度 は 逃亡 し た の だ が 、 再 び 機 動 隊 
ざお も だ に 登場 し 、: ア カト メー メ 、 ア デア 


ナ キ スト ら に 殴る 蹴る の 暴行 を 加え 、 





し で いた がき 宰 訂 叶 る アア 刀 拓 先 た 、 
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権力 は 30 人 以上 の 仲間 を 逮捕 し た の 
で ある 。 

ファ シス ト と 警察 権力 が 手 を 結び 、 
移民 、 難 民 そ し て 革命 的 勢力 に 攻撃 
を 加え て いる こと は 、 も は や 明白 で 
ある 。 こ の 情況 は 、 明 日 の 日 本 に も 
当て は まる こと と な ろう 。 国境 を 越 
えた 闘い を 組織 し 、 と も に 連帯 し 、 
共同 闘争 を 勝ち 取っ て いこ う 。 


ベル リン ・ オ リン ピッ ク 阻 止 / 
Z | OCET 


4 月 下旬 、 ベ ルリ ン で は オリ ン ピ 
ッ ク 阻 止 、 反 IOC (国際 オリ ン ピ 
ッ ク 委 員 会 ) の 闘い が 連続 的 に 闘い 
抜か れ た 。 

ベル リン は 西暦 2000 年 の オリ ン ピ 
ッ ク 開 催 地 と し て 、 シ ドニ ー、 北 京 
と な らん で 立候補 し て お り 、 4 月 中 
旬 て 下旬 に か け て 、I{ OC 委員 長 が 
この 視察 の た め に 、 ベ ルリ ン 入 りす 
る ここ と が 以前 か ら 予定 され て いた 。 


ペル リン ・ オ リンピック よい ば 、 


あの 1936 年 の ナチ ス ・ ド イツ に よる 
大 プロ パパ ガタ と な る だ あり シビ ピッ 
ク を 、 思 い 出 さ ず に は いら れ な い 。 
難民 、 移 民 排 撃 を 一 層 強 化 さ せつ つ 
ある 情況 、 そ し て EC ある い は 世界 
帝国 主義 の 盟主 と し て 再び 君臨 せん 
と する ドイ ツ 国 家 の 姿 は 、 そ の まま 
ナチ ス 時 代 に オー バー ラッ プ す る 。 
この ドイ ツ 国 家 の も くろ み を 暴き 、 
METAK TITFA TF 
(2 ペー ジ へ つづ く ) 
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「 教 育 改 革 」 に 反対 し 、2 万 人 の 戦闘 的 デモ 


国 茎 議 事 党 前 で 機動 際 と 激突 / 


5 月 8 日 、 オ ラン ダ ・ ハ ー グ 市 に 
お いて 、 2 万 人 の 学生 デモ が 闘わ れ 
た 。 こ れ は 「 教 育 改革 」 の 名 の も と 
教育 費 削 減 、 奨 学 補助 制度 改悪 を 強 
行 せ ん と する 教育 文部 相 リ ッ ツ ェ ン 
と オラ ンダ 議会 に 対す る 抗議 キャ ン 
ペー ン の メイ ン の 闘い と し て 取り 組 
まれ た 。 

また 、 こ の 「 教 育 改革 」 法案 に は 
現在 学生 が 利用 し て いる 鉄道 パス 制 
度 を 廃止 する と いう 事項 も 盛り 込ま 
れ て いる こと か ら 、 多 く の 学 生 ら が 
鉄道 無賃 乗車 決起 を も っ て 全国 か ら 


ハー グ へ と 結集 し た の だ っ た 。 途中 、 


オラ ンダ 国鉄 と 鉄道 警察 の 一 体 と な 


っ た 武装 戒厳 検札 攻撃 を は ね の け な 


が ら 、 アム バム ス テル タ フク デー ニン 
ゲン 、 ロ ッ テ ル ダム な どの 各 都 市 か 
ら 学 生 、 ア ナ キ スト 、 ア ウト ノー メ 
の 戦闘 部 隊 が 続々 と 到着 し た 。 
集会 は 在野 政党 な ども 含め た 広範 
な 呼び か け に よる も の で あり 、 多 く 
の 団体 が 代表 発言 を 行なっ た 。 集会 
後 の デ モ は 当初 平和 的 に 行進 し て い 
た が 、 オ ラン タダ 議会 議事 堂 ビ ネン ホ 
フ に さしかかっ た と ころ で 、 機 動 隊 
が 道路 を 封鎖 し 、 突 然 弾圧 を 開始 し 
た 。 放 水車 に よる 放水 攻撃 で デモ 隊 
を 分 断 し 、 混 乱 し た と ころ へ 護送 車 、 
六 祭 大 を 多数 けし か け 、「 一 斎 検挙 」 





(1 ペー ジ か ら つ づく ) 

トノ ー メ 、 左翼 グル ー プ は 、 反 オリ 
ン ピ ッ ク ・ 反 IOC デ モ を 呼び か け 
ia 

4 月 18 日 、 オ ラン エン 広場 に は 約 
15, 000 人 が 結集 し 、 反 オリ ン ピ ッ ク 
・ 反 TO0OC、 反 ファ シズ ム を 訴え て 
市 内 を 行進 し た 。 途 中 さ し か か っ た 
AY VE vy PARAS Cla, Be 
CE OE (All ORBIKA EOL bt 
ず 、 デ モ 隊 が 事務 所 に 向け て 火炎 煙 
幕 攻撃 を 敢行 し 、 辺 り 一 帯 は 黒 煙 に 
包ま れ た 。 デ モ 隊 の 中 か ら 「 こ れ が 


我々 え の 聖 火 だ ! 」 と の 叫び が あがら り 、 


「 ジ ァ アイ ター シュ タッ ト が 我々 の オ 


(2) 1993. 6:15 


リン ピッ ク 会 場 だ !」 の シュ プレ ヒ 
コー ル の も と 、 最 後 ま で 進撃 を 続け 
た 。 (ヴァ イタ ーシュ タッ ト = テ 3 月 
末 、 ド イツ 赤軍 派 の 爆破 戦闘 に よっ 
て 完全 破壊 され た 新設 拘置 所 ) 。 
この 他 、I OC 委員 滞在 中 の 高級 
UTTER EF 
ドア メー メ 、 パ ンク スネ えら に よる 新党 
保持 粉砕 、 暴 騒音 決起 な ど で 、 連 日 
抗議 行動 が 繰り 返さ れ 、 ベ ルリ ン 市 
当局 が デ ッ チ 上 げ で 作り あげ た 「』I 
OCR A=— Fl] 2IFRLIEOF 
っ た 。 デ モ 、 質 議 行 動 の 一 連 の 闘い 
で は 、 数 十 人 が 逮捕 され て いる 。 












DENODD, B AB L Ko 
FAFA OTRA RI =., FE 
の 怒り は 爆発 し 、 ペ ン キ 弾 、 ブ ロッ 
ク 投石 攻撃 を 機動 隊 に 浴び せ か けた 。 
部 隊 は 黒 旗 を 先頭 に ビ ネ ン ホフ へ 向 
け 進 撃 し た 。 

ベン キ ま みれ と な り 、 面 目 を 失っ 
た 機動 隊 は 、 仲間 の 境 捕 に 抗議 し て 
現場 に 座り 込む デモ 隊 に 、 騎 馬 警 官 
隊 や ジー プ で 展開 する 武装 機動 部 隊 
RAS, BRECK y FET BIZ LY 
全体 で 38 名 の 仲間 を 逮捕 し た の だ 。 
また 、 こ れ と 前 後 し て 「 教 育 改 攻 」 
粉 件 連続 開 争 が 各 都 市 で 闘わ れ て い 
る 5 月 3 APIA Li Sis. 
市 の 与党 PvYdA (労働 者 党 ) 本 部 
ビル へ の 突入 、 占 拠 戦 が アナ キス ト 、 
アウ トノ ー メ な どか ら な る スク ウォ 
ッ タ ー に よっ て 戦 取 され て いる 。 そ 
の 際 、15 名 の 仲間 が 逮捕 され た が 、 
この 報復 戦闘 と し て 、 同 日 夜 、 市 中 
心 部 に 位置 する 警察 署 前 に 駐車 中 の 
機動 隊 装 甲 車輌 2 台 に 火炎 攻撃 が な 
され た 4 

反動 的 「 改 革 」、 弾 圧 攻撃 を 許さ 
な い 闘 い を 、 ア ナ キ スト の 連帯 で も 
っ て 構築 bD で いて pm 

《 次 号 予 告 》 

支 6 月 9 日 「 皇 太子 結婚 」 へ の 抗議 
(THREAT 月 11 日 、 排 外 主義 反対 
の デモ と 集会 報告 な ど 


外国 人 労働 者 へ の 排外 主義 攻撃 を 許す な / 
今 こ を ファ シス ト に 対す る 直接 行動 を . ノ 


東京 都 は 、 4 月 28 日 早朝 か ら 渋 谷 
区 の 代々 木 公園 原宿 門 付近 に フェ ン 
ス を 張り 巡ら せ 、 一 帯 を 立ち 入り 禁 
止 に し た 。 表 向き の 理由 は 植え 込み 
に ツツジ 約 2400 本 を 植え 直す と いう 
も の だ が 、 実際は 、 こ の 付近 か ら イ 
ラン 人 を 中 心 と する 外国 人 労働 者 と 
ホー ムレ ス の 人 々 を 閉め 出す の が 目 
的 で ある 。 

半 條 庁 は 、 公 園内 の 外国 人 労働 者 
を 弾圧 する 目的 で 、 不 当 な 取り 締 ま 
り を 続け て お り 、 ま た 、 東 京都 に 対 
し 公園 べ へ の 立ち 入り 禁止 措置 を と る 
よう 要請 し て も いた 。 今回 の 工事 を 


理由 と する 都 の 立ち 入り 禁止 措置 は 、 


こう し た 警視 庁 の 意向 を 受け た も の 
に 他 な ら な い 。 当日 は 、20 人 も の 私 
服 刑 事 が 動員 され 警備 に つい て いた 。 
単なる 工事 に そこ まで する 必要 が あ 
ADD? 明らか に 人 ん 々 の 抗議 の 声 を 
mae COy や まり 自ら 上 事 が 外国 大 
労働 者 に 対す る 排外 主義 攻撃 と し て 
ある こと を 充分 に 認識 し た 結果 で あ 
る と 言え る だ ろう 。 

この 代々 木 公園 原宿 門 付近 に は 、 
情報 交換 の た め に 多く の 外国 人 労働 
者 が 日 曜 毎 に 集まる 。 こ の 解放 され 
た 『 広 場 』 は 、『 外 国人 差別 』 の た 


め に 社会 的 に 疎外 され て いる 彼ら が 、 


衣食 住 や 医療 な ど に 関す る 情報 を 得 


る だ め の な く で て は な ら な い 場 な の だ 。 


排外 主義 を あお る 国家 


世界 的 な 市 場 経済 の 帝国 主義 的 展 
開 は 、「 第 三世 界 」 の 諸 地 域 を 経済 
的 に 従属 させ 搾取 し て いる 。 こ の も 
と で 、 そ れ ら の 地域 は 経済 的 な 貧困 
を 強い られ て いる 。 そ うい っ た 人 々 
が 「 豊 か な 地域 」 へ と 流れ る の は 当 
然 と 言え よう 。 か っ て 生成 期 の 資本 
主義 が 商品 経済 に よっ て 農村 を 破壊 
し 、 労 働 力 と し て の 「『 労 働 者 階級 』 
を 都市 に 吸収 し て いっ た よう に 、 資 
本 主義 の 世界 的 な 展開 は 帝国 主義 本 
国 に 『 外 国人 労働 者 』 を 『 流 入 』 さ 
で し りら 。 

「 豊 か な 地域 」 で は 、 外 国人 労働 


者 は 族 辺 の 労働 力 と し て 利用 され る 。 
半ば 中 産 階級 化し た 帝国 主義 本 国労 
働 者 の か わり に 、 彼 ら が 就き た が ら 
な い 労 働 現 場 を 支え て いる の は 、 外 
国人 労働 者 に 他 な ら な い 。 し か し 、 
それ は 不況 下 に お いて 容易 に 切り 捨 
て 得る た め の 労 働 力 で あり 、 こ れ が 
今 、 現 実に 起こ りつ つ あ る の だ 。 
経済 的 な 冨 を 帝国 主義 本 国 が 独占 
する こと 、 こ の も と に 国家 の 政策 は 
決定 され て いく 。 現在 強まり つつ あ 
る 外国 人 労働 者 排 訂 の 動き は 、 帝 国 
主義 の 展開 の プロ セス の な か に 組み 
込ま れ た も の と し て ある 。 


そう いっ た 外国 人 排 二 に あたっ て 、 


当然 の ご と く 持 ち 出 され て くる の が 、 
民族 主義 的 な レト リッ ク で ある 。 国 
家 は 外国 人 に 対す る 反感 を 煽り な が 
ら 民 砂 を 動か すこ と に よっ て 排外 主 
義 的 な 政策 を 貫徹 し よう と する 。 
警視 庁 が 東京 都 に 対し 、 代 々 木 公 
園 か ら の 外国 人 労働 者 の 閉め 出し を 
迫っ た 理由 は 「 外 国人 の 違法 行為 が 
多い 」 と いう 理由 で ある 。 そ れ に よ 
っ て 「 外 国人 = 犯罪 」、 と いう イメ ー 
ジ を 植付け て 排外 主義 を 煽 ろ うと し 
て いる 。 東 京都 の 工事 に よる 立ち 入 
り 禁止 措置 も 、 植 え 込み が 荒らさ れ 
て いる と いっ た 理由 で 外国 人 に 対す 
る 反感 を 作り だ そう と する も の だ 。 
この よう に し て 民衆 の 中 に 排外 主 
義 を 生み 出し 、 更 に 国家 的 な 政策 を 
強化 せん と する 事態 は 既に 始ま っ て 
いる 。 東京 の 池袋 に お ける 「 街 頭 か 
ら の 外国 人 の 閉め 出し 」 は 住民 の 要 
請 に よる と いう 形 で 区 議会 で 決め ら 
れ た 。 ま さ に 『 下 か ら の ファ シズ ム 』 
の 形成 が 国家 に よっ て 進め られ て い 
る の で ある 。 


始ま っ た ネオ ナチ の 台頭 


こう し た 動き の 中 で 、 徐 々 に 「 ネ 
オ ・ ナ チ 」 が 人 台頭 し つつ ある 。 関東 
地域 各所 に ハー ケン クロ イツ の 入っ 
た ポス ター が 貼ら れ た 。 こ れ は 「 自 
然 環境 保護 」「 生 態 系 を 守れ 」 と い 
つ た 時 流 に の つ た 言葉 を ま と yi. 


「 ビザ 切れ 不法 残留 外国 人 を 日 本 か 
ら 追 い 出せ 」「 代 々 木 公園 を 日 本 人 
の 手 に 取り 戻せ 」 と いっ た 外国 人 排 
を 正面 きっ て 打ち 出し て いる 。 ポ 
スタ ー を 貼っ た の は 『 国 家 社 会 主義 
者 同盟 』 と いう ファ シス ト 集 団 で あ 
る 。 更に 既成 の 右翼 団体 も 「 外 国人 
Bl ERAS VALOI. 
国家 を 補完 する 暴力 装置 が 外国 人 排 
FREWOI ANS 7 THKHLEO 
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セッ ト で オイ ・ パ ンク の 流行 が あり 、 
外国 人 排 訂 を が な り た て 、 暴 力 に 酔 
いし れ で いる バン ド が 増加 し つつ あ _ 
る 。 これ ら が 外国 人 襲撃 の 先 兵 と 化 
す 恐 れ は 充分 に ある と いえ よう 。 

こう ゆい っ た 状況 は 。 まさに ドイ ツ 
と 同じ も の だ 。 国家 の 排外 主義 的 な 
政策 に 支援 され て ネオ ・ ナ チ テ ファ 
ンス ト が 台頭 し 、 外 国人 労働 者 や 移 
民 に 対す る 襲撃 を 繰り 返し て いる ド 
イツ の 姿 が 、 明 日 の 日 本 の 姿 と な る 
の か も 知れ な い 。 日 本 人 に は か つて 
の 関東 大 震 災 に お ける 朝鮮 人 虐殺 と 
いう 「 充 分 な 実績 」 が ある か ら 、 可 
能 性 は 大 い に あ る 。 こ うし た ファ ャ シ 
ズム 国家 化 を 絶対 に 許し て は な ら な 
lA, 


ファ シズ スム に 対し 直接 行動 を / 


今や まさ に 、 外 国人 労働 者 の 防衛 
と 連 常 か ら 一 歩 進 ん で 、 フ ァ シ スト 
と の 対 財 の 時 代 と な っ た 。 そ の 台頭 
を 押さ え 込 むだ け で な く 、 存 在 そ の 
も の を 許さ な い 闘 いこ そ 必 要 な の だ 。 
これ か ら は こう し た 闘い を 、 我 々 自 
身 が は っ きり と 認識 し 、 か 実際 に 
や りき る 主体 性 を 獲得 し て いか な け 
れ は ば な ら な い 。 

も ちろ ん そう し た 闘い だ け で は な 
く 、 日 常 的 に 外国 人 労働 者 と の 連帯 
を 追求 し 、 そ の 生活 を 防衛 し て いく 
取り 組み や 、 行 政 等 に よる 排外 主義 
的 な 攻撃 に 常に 反撃 を 加え て いく 持 
続 的 な 闘い も また 非常 に 重要 と な る 。 


(4 ペー ジ へ つづ く ) 
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(< あら っ ぱく ) 

そう し た 闘い の 積み 重ね こそ が 、 ラ 
ジ カ ル な 闘い の 基礎 と な る こと を 確 
認 し よう 。 


民族 主義 に 反対 し 闘 お う ,/ 


排外 主義 の 台頭 と と も に 言わ れる 
の は 、「 日 本 の 文化 を 守る 」「 伝 統 
を 守る 」 と いっ た お 決り の 文句 で あ 
る 。 こ れ ら の 背景 に ある 考え は 、 日 
本 人 至上 主義 で あり 、 日 本 は 単 一 民 
族 国 家 で ある と いっ た 民族 主義 以外 
の 何 物 で も な い 。 

も ちろ ん 、 単 一 民族 国家 と いう 主 
張 は 、 在 日 朝鮮 人 と アイ ヌ の 存在 に 
よっ て 全く 根拠 の な いも の で ある こ 
と は 明 5 か と な っ て いる 。 て さら に 
は 琉球 地域 の 存在 ) また 、 日 本 人 と 
isa. も や どど も と は この 列 認 の エゾ 、 
SAL RTS EO RIRZIEM - 
同化 し て 形成 され た も の で あっ て 、 
『 単 一 民族 』 と いう に は は ほど 遠い 存 
在 で ある 。 日 本 人 と か 日 本 民族 は 、 
意図 的 か つ 人 為 的 に 作り だ され た 概 
念 に 他 な ら ず 、 そ の 目的 は 国家 の 統 
合 を 実現 する た め に ある の だ 。 

日 本 の 左翼 は 、 歴 史 的 に は こう し 
た 民族 主義 か ら 自 由 で は な か っ た 。 
その 結果 が 現在 の 労働 運動 の 現状 で 
ある と 言え よう 。 社会 的 な 諸 矛 盾 へ 
の 取り 組み を 放棄 し 、 す べ て を 「 暮 
し を 守 ろ う 」 と いう 点 に 集約 する 運 
動 は ファ シズ ム の 前 に は 無力 で ある 。 
その 言葉 は 、 実 際 に は 「 帝 国 主 義 本 
国人 た る 私 た ちの 暮し を 守 ろ う 」 と 
いう 事 を 意味 し て いる か ら だ 。 

国家 と いう 権力 構造 その も の を 破 
凍 ほ で まま 天翔 する 我々 を アザ キス 
ト は 、 も ちろ ん 国家 と 不可 分 の 存在 
と し て の 民族 主義 を 認め な い 。 国境 
を 無く し 、 民 族 そ の も の を 無く し て 
いて て よ 、 これ こそ が アナ キス ト の 
闘い で ある 。 

も っ と も っ と 日 本 に 「 外 国人 」 が 
増え 、 こ の 列島 に 様々 な 民族 が 混 住 
する の は 、 と て も 良い こと だ 。 共に 
暮らす こと に よっ て 、 こ の 国家 を 、 
民族 を 食い 破っ て いく 契機 と し て い 


か な けれ ば な ら な い 。 そ の た め に も 、 


現在 の 排外 主義 の 展開 、 ネ オ ・ ナ チ 
勢力 の 台頭 を 決し て 許さ ず 闘 っ て 行 
こう 。 さ ら に 行政 に よる 排外 主義 政 
素 に 対し て も 闘い 続け よう 。 


(4) 1993.62.15 


代々 木 公園 で の 闘い に 参加 を . ノ 


5 月 9 日 代々 木 公園 に お いて 、200 
名 以上 の 警官 と 入管 職員 を 動員 し て 
外国 人 に 対す る 狩り 込み が 行なわ れ 
た 。 支援 グル ー プ の 仲間 た ち は 即 座 
に 反撃 を 開始 し 、 投 石 、 車 の 前 で の 
座り 込み 等 で 激しく 抵抗 し た が 、 連 
TSH MADAHA DER 
ち 取 れ な か っ た 。 全 く 許 すこ と の で 
き な い 排外 主義 的 攻撃 に 対し て 、 今 
後 も 持続 的 な 闘い が 必要 と な っ て い 
る 。 特 に 人 々 の 集まる 日 曜日 、 代 々 
木 公園 に 結集 し 、 こ の 闘い に 参加 し 
al 











al 
Actu? sion 


aoa Ez 
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< 特集 1. ロサ ン ゼ ルス 暴動 > 

・ ロ ス 暴 動 ー ロ サン ゼル ス は 燃え た 
・ 黒人 解放 軍 (BLA) 武装 闘争 史 

< く 特集 2. アウ トノ ー メ 運動 > 

・ ロ スト ッ ク 、 対 ネオ ナチ 戦闘 記 
・RZ (革命 細胞 ) 声明 その 他 
* iT Actual Action 編集 委員 会 
文 連絡 先 T114 東京 都 北 区 
王子 郵便 局 私 書 箱 31 号 AAA 気 付 








ファ シス ト に よる スペ イン ンプ サラゴサ 
ADTIAYRNIZRBICRE 


11 月 20 日 、 フ ラン コ 総 統 を そし て サ 
ラ ゴ サ の リベラ 和 皇 太 子 に 捧げ る ミサ 
が 終わ っ た 後 、 300 人 の ファ シス ト 
ゲル ー ツ が ラファ シス や 守 キ ナチ の 
AFPS Ls VITIT IA 
会 か ら ス クウ ォ ッ ト ハ ウス 『 平 和 の 
家 』 ま で の 地区 を 練り 歩い た 。 

ファ シス ト に よる 攻撃 を 受け る こ 
と が 予測 され る 各地 域 の コレ クティ 
7 (集団 、 団 体 ) は 、「 油 断 す る な 
反 フ ァ シ スト 達 よ !」 の スロ ー ガ ン 
の も と 警戒 体制 を ひい て きた 。 ( フ 
ァ シ スト は 、 そ れ ら を 毅 撃 する と の 
声明 を すでに 出し て いる ) 。 ま た 、 
攻撃 に 備え て の 自己 防衛 を 達成 する 
べく 、 情 宣 活 動 も 続け られ て 来 た 。 
さら に は 、 フ ァ シ スト の 動き に は 常 
に 目 を 光ら せ て も いた 。 

この 日 、 教 会 か ら 『 平 和 の 家 』 ま 
で の 間 、 約 40 分 の 工 離 の 交通 を 、 警 
察 が 遮断 し て いる は ず で あっ た 。 に 
も か か わら ず 極 右 勢力 が 集会 を 催し 
た うえ に 、 履 面 を し た 彼ら の ほとん 
ど が 『 平 和 の 家 』 ま で 行進 で きた こ 
と は 、 特 筆 さ れ ね ば な ら な い 。 

アデ ジスト 連 は 、 
で 来る と 、 あ ら か じ め 準 備 し ミサ の 
と きか ら 用 意 し て いた も の を 、『 平 
和 の 家 』 の アテ ネオ ・ リ ベル タリ オ 

(リバ ー タ リア ン 集 い の 場 ) に 居 た 
30 人 程 の 仲間 に 向け て 投げ 始め た 。 
旭 座 に 街 の あら ゆる と ころ か ら 200 
人 も の 人 々 が 防衛 に 駆け つけ 、 フ ァ 
ンス ト 達 は 退散 し て いっ た 。 


『 平 和 の 家 』 ま 


それ か ら 間 も な くし て 警察 が 到着 
し た 。 彼ら は 周辺 を 立ち 入り 禁止 に 
See YF VA REMC Otc DE 
和 の 家 』 に 乱入 し 、 反 ファ シス ト 活 
動 家達 に 襲い か か っ て きた の で ある 。 
この 事件 の あと 、 こ こ で は 1936 年 
11 月 20 日 に 死ん だ 反 フ ァ シ スト 開 士 
プ エ ナ ベン トゥー ラ ・ ド ル テ ィ を 記 
念 す る 集い が 催さ れ た 。 フ ァ シ スト 
へ の 警戒 体制 は 依然 続い て お り 、 居 
所 を つか ん で いる 幾 人 か の ファ シス 
ト に 対し 情け 容赦 の な い 強 行 手段 を 
行使 する べき だ 、 と の 意見 も ある 。 
一 年 前 か ら 、『 平 和 の 家 』 で は ア 
テ ネ オ ・ リ ベル タリ オ を つく り 、 そ 
の 機能 を 充分 に 発揮 し て 来 た 。 多 数 
の リバ ー タ リア ン 活 動 家 や オル タナ 
ティ ブ 和 活動家 が 、 こ こ か ら 生 まれ て 
いっ た 。 

この 11 月 22 日 に は 、 人 種差 別 と 外 
国人 法 に 反対 する デモ が 、 移 民 の 人 
GS 市 民 グ ルー プペ る で し じ て アテ ネオ 
・ リ ベル タリ オ の 仲間 達 に よっ て 組 
織 さ れ 、 1 万 人 も の 人 々 が 参加 し た 。 
この デモ は 、 様 々 な 政党 が 参加 する 
「 官 製 デ モ 」 で は な か っ た が 、 最 終 
的 に は サラ ゴ サ 市 議会 も これ に 賛同 
Gea 

その 後 、 ア ラゴン 地方 の 司法 省 < 
RAR ZEEE ST AT OO RIK. O 
は ず …) D 2067s VARICES 
っ て 攻撃 を 受け た 『 平 和 の 家 』 の 状 
況 を 視察 に 来 た 。 

(from A.N. A) 





BA Toa ORsal / 


不当 逮捕 の 同志 釈放 を 勝ち と る ./ 


多く の 地域 で 、 闘 う ア ナ キ スト は 
不当 閑 弾 計 を 受け て いる 。 デ ッ チ 上 
げ あ る い は 戦闘 で 逮捕 され た 仲間 に 
対し て は 、 そ の 地域 の みな ら ず 、 世 
界 的 な 規模 で 救援 運動 が 組織 され 、 
該当 国家 の 大 使 館 や 関連 施設 に 向け 
て 抗議 行動 な ど が 行わ れる 。 

昨年 来 我 々 は 、 ペ ルー の アン ドレ 
ス ・ ヴ ィ ア ヴェ ル デ の 閑 放 と ナイ ジ 
ェ リ ア で 逮捕 され て いる 4 人 の 仲間 
の 釈放 を 求め る 国際 キャ ン ペ ー ン に 
取り 組ん で きた 。 

ベル ー に つい て は 、 前 号 で る 報告 
し た よう に 世界 的 に 大 き な 闘い と は 


See hy a en ee 

クエ ア ・ パ ー ク 暴動 戦闘 (90 年 5 A 
LA) で の 被弾 圧 者 ケニー・ ト リア 
は 、「 懲 役 1 年 」 と いう 不当 判決 を 
受け 、 現 在 も 権力 に よっ て 自由 を 春 
われ て いる 。 

これ に 抗議 し て 署名 運動 が 世界 的 
に 呼び か けら れ 、 現 在 ま で の 集約 で 
は 、 イ ギリ ス の クラ ス ・ ウ ォ ー ( プ 
VARI) RI Pov re. ay 
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ス (黒色 救援 会 ) 、 ス ウェ ー デ ン の 
ファン スカ プス ア チル プシ デ 下 き ズ 
ウッ リ タッ グル ー プ 、 Soe Fe 
ポー ラン シド の 支援 グル ー プ 、 モ ミズ スク 
ブフ の アナ キス トグル ポープ 7 ge 
イー ジア ナダ きど と た 、 ベ ペラ ルー シ な 
どか ら 多 く の 署 名 が 寄せ られ て いる 。 
また アメ リカ 大 使 館 へ の 抗議 行動 も 
叶わ れ ワリ ワルシャワ 2 vAZSe 
APTS EY CHORE NIE. 

この 他 、 ス ペイ ン CNT は 米 政府 
_ に 抗議 電報 を 打ち 、 旧 東独 の テレ グ 
ラフ 紙 、 ポ ー ラ ンド の ウォ ル ニ ー マ 
ガ ジ ン 誌 に ケニー の 即時 釈放 を 要求 
する アピ ー ル が 紹介 され る な ど 、 広 
範 に 連帯 キャ ン ペ ー ン が 取り 組ま れ 
だ 。 

さら に 、 昨 年 8 月 3~9 日 に 開催 
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な っ て いる が 、 テ ロ に よる 民衆 支配 
を 続け る フジ モリ 独裁 政権 は 強硬 で 
あり 、 進 展 は 見 られ て いな い 。 し か 
し 、 ナ イジ ェ リ ア の 4 は 生 放 され 
だ と いう うれ も めい 三 ュー ヌ ズ が 届い た 。 
さら に は 昨年 末 か ら ア メリ カ と ギリ 
シャ で 釈放 が 勝ち 取ら れ て いる 。 
世界 的 な アナ キス ト の 連帯 し た 闘 
い が 、 国 家 の 不 当 な 弾圧 を は ね 返し 
た の で ある 。 こ の 勝利 を バネ に 、 今 
和俊 と も 世界 的 な 闘い に 取り 組ん で 行 
きた い 。 今 号 で は 釈放 を 勝ち 取っ た 
仲間 た ちの 闘い の 報告 を 紹介 する 。 


行動 

され た 東欧 圏 ア ナ キ スト に よる 集会 
(カリ ー ニ ング ラー ド ) の 参加 者 78 
名 や 他 団 体 か ら の 署名 、 ア ピー ル 文 
な ご ども 寄せ られ て いる 。 
団体 署名 の 主 な も の 

ジ 寺 イィ カル ・ ア ナ キ スト 表 年 ユニ 
オン 、 ア ナ キ スト 運動 協会 、 ア ナ キ 
スベ か ホ ャ セ ジ シ ター、 自然 保護 ネイ ニア 
チ ブ 、 革 命 的 社会 主義 アナ キス ト 運 
ie 民 圭 等 ミオ ジ 、 テ アナ キ ス ネ ネ シ 
ョ ウツ ク パク サオ レシ な と ど 。 

この 他 、 サ ンジ カリ スト 組織 KA 


SIFAR; YVA ALAZ V 
だ ャ ボソ レジ ツ デーツ ク 、 了 アサ イング 
ルス ク な どの 各地 か ら 署 名 を 集め る 
な ご ど 協 力 を お こ な っ た 。 

TUS eee eT URS IVI OF 
ナル コ 民 主 同盟 、AN--PRESS 
な ど を 通じ て も 嗜 名 が 寄せ られ て い 
De 


各地 で 取り 組ま れ た 抗議 行動 


《 ベ ラル ー シ 》 

9922E7 ABA ミ シ ス ACER 
する アナ キス トグル ー プ が ベラ ルー 

共和 国 ア メリ カ 大 使 館 前 で 抗議 行 
動 を お こ な っ た 。 

「 不 当 に 拘留 され て いる ケニー・ 
トリ ア の 即時 釈放 ! アメ リカ アナ キ 
スト へ の 一 切 の 弾圧 を 許す な ! 」 と 
描か れ た 横断 幕 を 掲げ 、 行 動 を 展開 。 
参加 者 た ち は 集約 し た 署名 を 大 使 に 
手渡 し た 。 

現場 周辺 で は 、 私 服 KGB が 「 ピ 

TAFEA TRZ DEIFIR 
(MAINA CRIA, FFEALS 
は これ に 動じ ず 「 ケ ニー を 釈放 せよ 
fy と シュ プレ ヒコ ー ル を あ ば げ 、 行 
動 を 貫徹 し た 。 

《 モ スク ワ 》 

(6 ペー ジ へ つづ く ) 





ポー ラン ド て で の 連帯 行動 


次 93.6515 (5 


(5 = Phe $) 

モス クワ で の 抗議 行動 は 、 モ スク 
ワ で も 最大 の 発行 部 数 を 誇る 大 新聞 
MERA Res BLO Ey | Ge 
産 主義 青年 同盟 新聞 の 改革 版 ) が と 


りあ げ 、 記 事 に し た こと な ども あり 、 


放 % 類 られ る こと あな っ た 。 

TAT aw SAZIOT ZVUwK 
使 館 前 で は 、 ア ナ キ スト 約 20 人 が 黒 
旗 を た ず すず さえ て 結集 し < ケニー・ ト 
VY ORMABRKS SES ACHITH 
を 貫徹 。 ま た 大 使 館 敷 地内 に 入り 込 
An, BRO BAIS & 7—— ORME 
MATa 
《 ワ ル シ ャ ワ 》 

アナ キス トグル ー プ 、 支 援 グ ルー 
プ が 、 ワ ル シ ャ ワ の アメ リカ 大 使 館 
前 で ケニー・ ト リア の 釈放 を 要求 す 
る ビラ 、 パ ン フ を 配布 。 

以下 、 そ の ビラ の 内 容 (要旨 ) で 
ある 。 

90 年 5 月 1 日 、 ニ ュー ヨー ク の ト 
メジ フキ ンズ メッ ネス みみ エキ デ 


ナ キ スト が ライ ブ コ ン サ ー ト を 開催 
し て いま し た 。 バ ンド 演奏 が 終了 す 
る や いな や 警官 陸 が いき な り バ ンド 
メン バー や 主催 者 、 さ ら に 聴衆 に ま 
で も 組 い か か り 、 暴 行 を 加え る な ど 
し た た め コ ン サ ー ト は 中 止 に 追い 込 
ま 4 れ また 。 


この 弾圧 で 29 名 の 仲間 が 逮捕 され 、 


起 誕 され た の で す 。 そ し て 当時 、 主 
催 者 メン バー で あっ た ケニー・ ト リ 
ア に 「 懲 役 1 年 」 の 実刑 判決 が 下さ 
EDCF 

これ に 抗議 する 闘い が 広範 に 呼び 
か けら れ て いま す 。 

ド 導 キン ズ マ < スク エア デア ポーク 
は 、 ア ー テ ィ ス ト や 社会 運動 の 「 表 
現 の 場 」 と し て 多く の 人 々 に 利用 さ 
れ て きま し た 。 地元 の 運動 の 象徴 と 
し て あっ た 公園 で の コン サー ト に 、 
それ も 5 月 1 日 と いう 日 を 選ん で 弾 
庄 を が か ば て きた と いう で こさ は 。 当局 
が 見 せしめ 的 な 運動 破壊 攻撃 を も っ 
て 、 運 動 全 体 に 個 喝 を 加え ん と し て 
いる こと は 明らか で す 。 

「 事 件 」 以 降 、 当 局 は 「 治 安正 常 
化 」 の 名 の も と 公園 警備 を いっ そう 
強化 し 、 こ れ は 今 も な お 続き 、 多 く 


の 信 々 が 表現 の 場 を 奪わ れ て いま す 。 


ボーランド 政府 が ソ連 か ら 乗 り 換 


(6) 1993.6。5 


・ パ ー ク で は 、 
地元 スク ウォ ッ タ ー や パン クス 、 ア - 


Aiea ETILAR] TST AUZ 
は 「 目 由 、 民 主 主義 、 市 民権 」 の 国 
で ある と され て いま す 。 

し か し 実際 は だ どう でしょ うか 。 P 
ンプ キン ズ ・ ス クエ ア ・ パ ペパー ク で の 
弾圧 、 あ る い は ロサ ン ゼ ルス 暴動 が 、 
この 「 目 由 の 国 、 ア メリ カ 」 で 起こ 
SCPS CERO CI. 

資本 主義 を も ろ 手 を あげ て 受け 入 
れる 者 、 こ の 社会 で 利潤 追求 の た め 
に 不毛 な 競争 に 参加 する 者 な ら ば 、 
この 「 自 由 」 を 認め る で し ょ う 。 し 
か も Re wi ic (All な の で すず 。 

少し で も この 「 自 由 」 に 不満 を も 
らし た り 、 拒 否 し た りす る 者 に は 、 
徹底 し た 弾圧 が 待ち 受け て いる の が 
アメ リカ の 上 真 の 姿 な の で す 。 

この アメ リカ が 資本 主義 シス テム 
の 上 に 成り 立っ て いる こと を 忘れ て 
は な り ま せん 。 

高級 アパ ー ト と 、 商 品 あ ふれ る ス 
ーー パー マー ケッ ト の 路地 裏 に は 、 毛 
布 に くる まっ て 震え る ホー ムレ ス の 
人 々 が あふ れる アメ リカ の 現実 。 

これ は 近い うち に ポー ラン ド で も 
見 られ る こと と な る で し ょ う 。 

今日 の アメ リカ は 、 明 日 の ポー ラ 


〆※ ド で す 。 
ケミ ニー 。 ド リア 旭 時 釈放 | 
〔( ケ ニー・ ト リア 連帯 行動 
| Zi Fle) 
(from Love & Rage) 
x x 


ーー ペケ グドン ジジ キネ ンズ スス 
クエ ア ・ メ ー デ ー 弾 圧 事 件 で 投獄 さ 
れ て いた ケニー ドリア が 釈放 され 
だ 

これ は 、 全 世界 の アナ キス ト ら に 
よっ て ケニー 支援 連 淀 行動 が 広範 に 
取り 組ま れ 、 世 界 各 地 の ア メリ カ 大 
使 館 ノ 領事 館 へ の 抗議 行動 が 闘わ れ 
た こと に より 、 ア メリ カ 政 府 の 反動 
性 と いっ た も の が 広く 訴え られ る こ 
と と な っ た 結果 で ある 。 

と ころ で 今年 4 月 この 判決 を 下 し 
た 判事 リチャード ・ フ ァ イ ラ は エイ 
ズ で 死亡 し た の だ が 、 ケ ニー が 語っ 
た と ころ に よる と その 夜 、 彼 の 枕 も 
と に 判事 リチャード の 霊 が 現れ た そ 
CH Bis 

(From Shadow) 


ナイ ジェ リア の 2 同志 


《 報 告 》 


1993 年 1 月 29 日 、 リ バタ リア 社会 
主義 グル ー プ Awareness League(A. L) 
DA VASA As ツウ ペ ボ シ デ ャ チュ み 
Ra ANAT Pee Be Ava 
FPA ジェ ュー ム ス ャ メド ヴ 
ィ ス イィ (書記 長 ) が 8 ヶ月 も の 拘留 
の の ち 、 条 件 付き で 釈放 され まし た 。 
彼ら 4 人 は 軍政 支配 に よる 一 連 の 政 
治 弾 圧 、 労 働 運動 弾圧 に 反対 し 、 ま 
た IMF 国際 通貨 基金 世界 銀行 に 
よる 経済 支配 シス テム に 対し て 労働 
者 、 学 生 が くり 広げ た 全国 的 な 闘争 
の 過程 で 吉 捕 され た の で す 。 (92 年 
6 H) - 

Riks nr 4 AO (hte N 
し 、 健 康 状態 も 破壊 され て いま し た 。 
と くに 書記 長 の メド ヴィ スィ 氏 へ の 
禁 行 は ひど く 、 と て も 衰弱 し た 状態 
TLT 

釈放 され は し た も の の 「 一 時 釈放 」 
と いう 条件 付き で あり 、 現 在 も 毎週 
公安 当局 、 情 報 局 要 員 が 監視 活動 を 


釈放 を 勝ち と こる / 


お こ な っ て いま す 。 悪名 高き 「 拘 留 
規定 条項 第 2 」 に より 、 い つま た 再 
逮捕 され る か も し れ な い 人 危険 に さら 
され て いま す 。 (治安 拘留 に 関す る 
規定 /1985 年 ) 

実際 、 法 廷 で の 判決 の あと 4 人 は 
ADR SNS DICH TWEET, Z 
の 時 に は 100 名 越す AL の 仲間 た ち 
の 支援 で 、 権 力 の も くろ み は 粉 砕 さ 
れ て いま す 。 全国 か ら 多 く の 仲間 が 
この 裁判 の 傍聴 に 駆け つけ まし た 。 
多く の ジャ ー ナ リス ト や 市 民 運 動 活 
動 家 、 そ し て ナイ ジェ リア 弁護 士 会 
の 注目 を 集め る 裁判 と も な っ て いま 
ce 

裁判 で は 「 拘 留 規 定 条項 第 2 」 と 
真っ 向 か ら 対決 し た と いう 点 で 、 非 
常に 歴史 的 な も の で あっ た と 言え る 
で し ょ う 。 先 に も 触れ まし た が 、 第 
2 条 と は 何ら 法 的 手続 き を 経 ず し て 
無期 限 の 拘留 が 認め られ る と いう 無 


(7 ページ へ つづ く ) 


反 テ ロ 法 の 拡大 適用 攻撃 を 


(ギリ シャ )〉 


92 年 9 月 25 日 夜 、2 人 の アナ キス 
POTT R CRS Mr. TURK 
ツキ オロ スッ" マリ / メ スソ / シタ Kr RR 
a! ツリ スズ の る 6。 (マリ ルク aie. 
アナ ギ キス よ 、、 ぎみ カサ リス Me AHH 
往事 件 で 「 テ ロリ スト 」 と し て デ ッ 
チ 上 げ 起 訴 さ れ た 被告 の うち の 一 人 
CHS) 。 

マリ ノ ス と スキ フツ リス に か けら 
れ た 容疑 は 「 自 動車 生 次 未遂 」 で あ 
xh, COR MHASH + td, 91 
年 11 月 、 4 人 か ら な る 武装 グル ー プ 
と 警官 隊 が 銃撃 戦 を 繰り 広げ 、「 偶 
然 に も この 現場 に いあ わせ た 」 タ ク 
シー ドラ イ バ ー が 、 銃 弾 の 飛び 交 う 
な か 「 多 人 を は っ きり と 目撃 し て い 
jc) 直言 ほ た G ろ の らき アナ キス 
ト 活動 家 ス キ フ ツリ ス が 4 人 の 武装 
グループ の うち の 一 人 と 断定 され 未 
捕 さ れ た 、 と いう 事件 で あっ た 。 

タク シー ドラ イ バ ー が 目撃 証言 を 
お こ な う 前 か ら 、 す で に 警察 は この 
武装 グル ー プ は 『11 月 17 日 運動 』 で 
ある に 発表 し て いた こと 本 5 の A 
キ フ ツリ ス も 同 組 織 の メン バー で あ 
る と され セン セー ショ ナル に 報道 さ 
れる 8 

『11 月 17 日 運動 』 は 、 こ れ ま で 一 
人 の 退 捕 者 も 出し て お ら ず 、 そ の 正 
体 は 未だ 明らか と な っ て いな いた め 、 


彼 は 、 


許す な ノ / 


「 メ ン バ ー」 と し て 最初 に 捕まっ た 
PPA hE CHIE 
よっ て 大 々 的 キャ ン ペ ー ン が うた れ 


利用 され る こと と な っ た 。 


首相 ミツ ォ タ キス は 、「 テ ロ と 関 
係 の ある 2ADGB BIO T dts 
お も 継続 し て 捜査 中 」 な ど と の 声明 
を わざ わざ 発表 し て 、 意図 的 な マス 
コミ 捜査 を は か っ た 。 ま た 政府 当局 
者 は 、 ス キ フ ツリ ス 支 援 の た め に 結 
成 さ れ た アナ キス ト に よる 支援 グル 
ー プ を 公然 非難 する と と も に 、 各 政 
党 に 対し て も 同様 の 非難 声明 を 出す 
よう 強要 し た 。 

し か な が ら 、 先 の タク シー ドラ イ 
バー が 、 自 ら の 証言 を 翻 し 、 当 時 の 
「 目 撃 証言 」 は 警察 に 依頼 され た も 
の で あり 、 そ れ と 引き 換え に 大 金 を 
受け 取っ た と する 新 事実 を 暴露 し 、 
警察 側が スキ フツ リス を 罠 に は め よ 
うま だ し で いた こと が 明らか と な っ た 。 

そし て この ドラ イ バ ー の 新 証言 を 
警察 の 妨害 か ら 防衛 する た め 、 多 く 
の タク シー ドラ イ バ ー が た ちあ が っ 
た 。 (この ドラ イ バ ー は 現在 、 自 分 
の 偽証 言 を 反省 し て 、 で きる 限り ス 
キ フ ツリ ス 釈 放 の た め 協 力 す る 、 と 
表明 し て いる ) 。 

し か し 関係 当局 は これ ら の 事実 を 
まっ た く 無 視 し た だ け で な く 、 事 件 





(6 ペー ジ か ら つ づく ) 
RAISE CT, し か し これ に 対 
する 闘い は 徐々 に 前 進 が 勝ち と られ 
つつ あり ます ぁ 

A.L は 戦闘 的 法廷 闘争 と 持久 戦 で 
も っ て 、 人 徹底 的 な 監視 体制 を ひい て 
権力 を 包囲 し 、 闘 っ て いく 方 針 で す 。 
今 、 闘 い は 新た な 闘争 の 局面 に 移 
っ た と 認識 し て いま す 。 現在 メン バ 
ー の 解放 を 勝ち と ら ね ば 、 さ ら に 深 
刻 な 事態 を 迎え る こと と な る で し ょ 
jo 我々 は 法廷 闘争 の 勝利 へ 向け て 
全力 で 取り 組ん で いま す 。 こ の 闘い 
は ALL の 4 人 の メン バー の た め だ け 
で な く 、 無 実 の 罪 で 投獄 され て いる 
人 々 、 あ る い は ナイ ジェ リア 各地 で 
AQT SMO AAX OPE 
要求 する た め の も の で も ある の で す 。 


先 の 「 拘 留 規 定 条項 第 2 」 や 弾圧 
政策 に 対す る 闘い 、 そ し て 全 政 治 囚 
の 釈放 と IMF 国際 通貨 基金 に よっ 
て 押し つけ られ た 緊縮 財政 プロ グラ 
ム に 対す る 闘い は 、 国 際 的 な 支援 を 
必要 と し て いま す 。 

A.L は 継続 的 な 精神 的 プ 物 的 支援 
を 広く 呼び か け て お り 、 こ れ は 以前 
に も まし て 必要 と な っ て いま す 。 

法廷 闘争 維持 資金 と し て 当面 120 
00 ド ル が 必要 と され て いま す 。 緊急 
を 要する た め 、 で きる 限り 早急 に カ 
ン パ を くっ て て だ さい 。 OED 
よろ し くく お願い いた し ます 。 

(from W. S. A) 

カン パ の 送り 先 等 、 問 い 合 わせ は 
ARP ま で ご 連絡 くだ さい 。 


を 「 和 容姿 未遂 」 だ け に 決着 させ る こ 
と に 満足 せ ず 、 こ の 事件 を 何と 「 対 
テロ 専門 部 局 」 の 手 に 委ね た の で あ 
っ た 。 

マリ ノ ス に 対し て は 一 時 保釈 の 措 
置 が と られ た (これ も 検察 局 が 上 告 
申請 し て いる 期間 の み と い う 条 件 付 
a) が て AST) Aes TT] 
月 17 日 運動 』 の メン バー と し て 、 ま 
た 他 の 容疑 も デ ッ チ 上 げ ら れ 、 拘 留 
され た まま で ある 。 

彼ら 2 人 も アピ ー ル で 述べ て いる 
よう に 、 キ ギリ シャ 国家 は 国内 の 社会 
的 、 政 治 的 、 財 政 的 諸 問題 、 あ る い 
は 権力 内 部 の 政争 は 放置 する 一 方 、 
「 テ ロリ ズム 」 に 対し て は 徹底 し た 
弾圧 を 加え て いる の だ 。 

と り わ け ス キ フ ツリ ス は 、「 自 分 
は 明確 に アナ キス ト で あり 、『11 月 
17 日 運動 』 の よう な マル クス ・ レ ー 
ニン 主義 組織 メン バー で ある は ず が 
LAN GODT Sb Cc ie で いい 

さら に 人 彼 は 「『 連 帯 』 は 、 国 家 の 
も くろ み と 、 そ の 暗黒 支配 を 粉砕 す 
る 人 間 的 諸 関係 の 基本 で ある 」 と 、 
ES A 

彼 は 続け て 述べ た 。 

「 尊 厳 、 目 由 、 連 帯 は 、 弾 圧 、 監 
獄 、 権 力 な ど よ り 何 千 倍 、 何 万 倍 も 
強力 な も の で ある 」。 

1992. 11. 13 
ギリ シャ か ら の 報告 

ギリ シャ 警察 当局 に よっ て 不当 に 
退 捕 、 拘 留 さ れ て いた アナ キス ト 同 
志 ノ ンタ ス ・ ス キ フ ツリ ス の 釈放 を 
勝ち と っ た こと を ここ に お 知ら せ し 
EITE | 

スキ フツ リス 人 避 、 ま っ た く の デ ッ 
FEIPICE OR, RANE LK. 
し か し な が ら 警 察 の チ セ ツ で ズ サ ン 
な 罪 状 デ ッ チ 上 げに は 、 こ れ を 担当 
する こと と な っ た 治安 判事 で さえ 、 
「 証 拠 不 十分 」 と 認め 、 彼 を 釈放 せ 
さる を えな か っ た の で す 。 

この 過程 で 、 権 力 と 闘う 者 に 対し 
て は 「 反 テロ 法 」 の 拡大 適用 攻撃 を 
容赦 な く 加 える と いっ た 、 政 府 の も 
くろ み が 暴 露 さ れ た の で す 。 他方 、 
ギリ シャ 社会 の 大 部 分 が 、 国 家 に よ 
る デリ スト 」 TZHUAN 
れ は し な い の だ と いう 9 て と とよた を 、 権力 
側 に 示す こと に も な り ま し た 。 
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ANARCHY in JAPAN 
1993 Mar~May 


@ 27 ~28, Mar/ Sapporo 

A meeting and demonstrations 
against second deployment of SDF 
( Self Defense Force= Japanese 
Army) to Cambodia in the name of 


U. N/PKO (Peace Keeping Operations). 


Activists made human-chain and 
surrounded SDF base. Anarchists 
and member of SAT( Socialist 
Esperantist group) from Sapporo 
joined. 

Before and after this week, 
lot of actions against oversea 
dispatch of SDF armed soldiers, 
took place in several cities. 

@ 4, Apr/ Tokyo, Osaka, etc 

Meetings and demos in several 
cities, impeaching execution. (3 
Prisoners were executed in 26, 
Mar who have been long time in 
death row) Anarchists took part 
in these actions in Tokyo, Osaka 
and Hiroshima. 

@ 25, Apr/ Kyoto 

A meeting against 3 excutions 
and the capital punishments in 
juridical system. The meeting was 
organised by womens’ group and 
rescue group for political 
prisoners. ( Anarchists are 


involved in this group) Lawyer, 
Amnesty delegates and activists 
from several group made appeals. 





ghee ae 
The meeting in Kyoto 
25, Apr, 1993 
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@ 25, Apr/ Okinawa 

More than 500 radicalist and 
anarchists made rally and 
meeting against “Arbor Day” of 
Emperor's attendance. Okinawa 
islands were annexed by the 
Japanese state about 100 years 
ago. Island were used as the 
Shield against U.S troops while 


in the W2, by the Japanese Army. 


(many people including children 
were killed by the Japanese 
imperial soldiers. ) 

Local people still have an 
antipathy to Tenno (=Japanese 
Emperor). 

This was the first time visit 
of Tenno to Okinawa. 

@ 28, Apr/ Tokyo 

Tokyo Metropolitan Government 
and police authorities suddenly 
closed Yoyogi Park where +- 5000 
foreign workers (mainly Iranian) 
were gathering every weekend. 

Local citizens’ group and 
anarchists blamed for Government, 
and made direct action around 
the park against the immigration 
control bureau and metropolitan 
police who arrested 102 Iranians 
aS illegal staying”, at this day. 

@ 29, Apr/ Kyoto 

“National holiday” in commemo- 
ration of former Emperor 
Hirohito. Anti-Emperor activists 
and anarchists made a lecture 
meeting against the wedding 
celemony for Naruhito (name of 
the Prince) planned in 9, June. 

@ 16, May/ Kyoto 

A meeting appealing immediate 
evacuation of PKO units from 
Cambodia. Regional anarchists 
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joined. 


Xæ ANARCHY GOSE ON !!!! 
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日 さ 3 . BAIA BELT Ec 
け ヾ タツ 0 マン に は Murase, 
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